
４．心のケアについて
（１）心のケアの意義
　災害等に遭遇し、「家や家族・友人などを失う」などの強い恐怖や衝撃を受けた場合に、不安や不眠などのストレス症状が現れることがある。こうした反応は誰でも起こりうることであり、時間の経過とともに薄らいでいくものである。しかし、場合によっては長引き、生活に支障を来すなど、その後の成長や発達に大きな障害となることがある。そのためには、災害発生直後から、子どもの健康観察を徹底し、情報の共有化を図るなどして、早期発見に努め、必要に応じ、教育委員会や専門家と連携し、適切な対応と支援を行うことが重要である。
（２）災害発生時におけるストレス症状

　子どもの場合は、心の症状だけでなく、身体の症状にも現れやすい。典型的なものとしては、以下のような症状が見られることが多い。

　○就学前から小学校低学年まで

　　・腹痛、嘔吐、食欲不振、頭痛などの身体症状が現れやすい

　　・興奮、混乱などの情緒不安定

　　・落ち着きがなくなる、理由なく他の子どもの持ち物を隠す等の行動上の異変

○小学校高学年以降～中学校

　　・身体症状とともに、元気がなくなって引きこもりがちになる（うつ状態）、些細なこ

とで驚く、夜間に何度も目覚めるなどの症状が現れやすくなる

（３）災害発生時におけるストレス症状にある子どもへの対応

　　・健康観察等により速やかに子どもの異変に気づき、早急な対応が必要か、医療を要

するか等を見きわめ、必要に応じて保護者やスクールカウンセラーと連携を取り、全校体制で組織的な支援にあたることが必要である。心のケアへの緊急支援としてのスクールカウンセラーの派遣は、市教育委員会を通して県教育委員会へ要請する。
〔基本的な対応のあり方〕

・ふだんと変わらない接し方を基本とし、優しく穏やかな声かけをするなど安心感を
与えるようにする。

・ストレスを受けたときに、症状が現れるのは普通であり、必ず症状は和らいでいく
ことを本人に伝え、一人で悩んだりせず、信頼できる人に相談するように勧める。

・子どもがなるべくふだんと変わりない環境で安心して学校生活が送れるようにする。

・保護者に対して、ストレス症状についての知識を提供するとともに、緊密に連絡を
取り合い、子どもの小さな変化に気づくようにする。

・「通常では起こりえないような体験をしたのだから、通常では見られない症状や行動

が出るのは当たり前である」と考え、周囲の大人が動揺せず、落ち着いて対応する。

＊災害発生後における「児童生徒の心のケア」については、「子どもの心のケアのために　－災害や事件・事故発生時を中心に－　」（平成２２年７月　文部科学省）を参照。
〔健康観察の進め方〕


・上述の、災害発生時のストレス症状の特徴を踏まえたうえで、健康観察を行う。


・心の症状のみならず、腹痛や頭痛、不眠、食欲不振などの身体症状に注目する。


・方法としては、子どもの様子を直接観察する、保護者からの聴き取り、アンケート調査など複数の方法を用いるとよい。


・子どもに現れやすいストレス症状の健康観察のポイント


身体の健康状態�
心の健康状態�
�
・食欲の異常（拒食、過食）はないか。


・睡眠はとれているか。


・吐き気、嘔吐が続いていないか。


・下痢、便秘が続いていないか。


・頭痛が持続していないか。


・尿の回数が異常に増えていないか。


・身体がだるくないか。�
・心理的な退行（幼児返り）が起きていないか。


・落ち着きのなさ（多弁、多動）がないか。


・イライラ、ビクビクしていないか。


・攻撃的、乱暴になっていないか。


・元気がなく、ぼんやりしていないか。


・孤立や閉じこもりがないか。


・無表情になっていないか。�
�
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